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本学位論文では、我が国における関節リウマチ(RA)患者の病態と臨床栄養学的諸要因との関連
性を調査し、RA患者に対する効果的な栄養学的介入を行うことを目標に研究を行った。 
方法として、208名の RA患者と 205名の年齢と性別をマッチングした非 RAコントロールを対
象とした前向きコホート研究のデータを横断的、あるいは縦断的に解析した。 









 第 2章では、サルコペニアに該当する RA患者と該当しない RA患者の基本属性と生活習慣を












 第 4 章では、RA 患者のビタミン D 摂取量、血清 25(OH)D 値と疾患活動性、年齢との関連性
について解析した。その結果、RA患者の年齢とビタミン D摂取量、血清 25(OH)D値は、正の相
関を示した。また、ビタミン D 摂取量と血清 25(OH)D 値は、年齢を調整した場合でも正の相関
を示すことを明らかにした。また、血清 25(OH)D値と RA患者の疾患活動性は関連しないことを




対してビタミン D 摂取を促す介入を行うことで、血清 25(OH)D 値と疾患活動性との関連性を明
らかにすることができる可能性があることを示した。 





の関連性および MUFA 摂取量やビタミン D 摂取量と疾患活動性の推移との関連性を、前向きコ
ホート研究内で長期的に解析することを示した。また、RA 患者の体型、サルコペニアに対する
栄養学的介入案および疾患活動性の抑制を目的とした栄養学的介入案を示した。 
 
